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令和７年６月 23日 

厚生労働大臣指定法人・一般社団法人 いのち支える自殺対策推進センター 
 

メディア関係者各位 

こどもの自殺の実態解明に向けた最新の調査分析結果を公表 

～自殺で亡くなったこどもの背景に平均 3.1 項目の「置かれていた状況」や、 

平均 4.3 項目の（自殺につながりかねない）「兆候」～  
 

平素より自殺対策において連携・協働いただき、厚く御礼申し上げます。厚生労働大臣指定法人・一般社団法

人「いのち支える自殺対策推進センター」（東京都千代田区、代表理事・清水康之／略称「JSCP」）は６月23日、

「こどもの自殺の多角的な要因分析に関する調査研究」の報告書を公表しました。この調査は、近年深刻となって

いるこどもの自殺の実態解明と、その分析に際しての課題把握に取り組むことを目的として実施したものです（こ

ども家庭庁補助事業／令和６年度こども政策推進事業費補助金（こどもの自殺対策推進事業））。 

こども家庭庁委託事業として実施した前年度の調査研究の結果を踏まえた本調査では、①こどもの自殺や自殺企図

等の現状と傾向、②自殺で亡くなったこどもたちの背景、③自殺で亡くなったこどもたちの兆候、④死にたい気持ち等を抱

えているこどもたちの背景、⑤こどもの自殺の要因分析における課題と今後の展望――をテーマとして設定し、統計及

び関連資料の拡充を図り、こどもの自殺に関する自殺統計原票データや『子供の自殺が起きたときの背景調査の指

針』に基づく「基本調査結果」のほか、死にたい気持ち等を抱えたこどもたちのチャット相談記録やオンライン掲

示板の投稿など７種のデータ・資料を収集して分析を行いました。 

その結果、138事案の「基本調査結果」等の分析から１事案あたり 

①平均３.１項目の「置かれていた状況」 

（「ひとり親家庭」「学友からの孤立」「学習困難・学業不振」「進路問題」「精神疾患」など） 

②平均４.３項目の自殺につながりかねない「兆候」 

（「直接的な自殺のほのめかし」「自傷行為」「自殺未遂」など） 

があったことがわかりました。これは、こどもが自殺に至るまでには様々な要因が相互に関わっていることを改

めて示しているものと考えられます。また、「兆候」が知覚されても、その情報を他者に共有していなかったり、支

援につないだかどうか不明な事案があったこともわかりました。一方、死にたい気持ち等を抱えているこどもたち

に関するデータである、チャット相談記録やオンライン掲示板への投稿の分析では、自殺統計原票や問題行動等調

査と比べて、家庭関連や学校関連の問題・悩みを抱えている者の割合が高くなっていました。 

 

報告書では、今回の調査分析を踏まえて、▽死後調査における情報収集・整理の質的向上に向けた課題▽CDRモデ

ル事業の資料等の収集・分析に関する課題▽可視化されづらい要因等の把握と「生きているこどもたちの声」の重要性▽

自殺に至る「プロセス」の解明に向けた展望――などについても論じています。 

 

調査研究の詳細（報告書・概要版等）は、JSCPのウェブサイトをご覧ください。 

URL：https://jscp.or.jp/research/cfa-suicidereport-250618.html 

https://jscp.or.jp/research/cfa-suicidereport-250618.html


 

 

 

【分析に用いたデータ・資料】 

 

 
 

【自殺で亡くなったこどもたちの背景】 

（令和６年度こどもの自殺の多角的な要因分析に関する調査研究報告書【概要版】より抜粋） 


